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＜患者様連絡事項＞

· 本日、袴田　隆裕様、津嶋　イチ子様、上久保　善郎様がお盆外泊の為外泊に行かれています。帰院時、外泊時の様子や疲労感の有無など、本人、ご家族より確認していきましょう。

· 船場　幸子様～ご家族からお電話があり、明日外出に連れて行きたいとの事で、　

８月１３日（日）１３時～１６時まで外出予定となっています。帰院時は外出中での様子についてや疲労感の有無など御家族・御本人に確認しましょう。

· 浅野　秀子様～本日、松尾歯科へ受診され、新しい義歯ができています。　

本日で歯科受診終了となっていますが、義歯が合わなくなったり、痛みが出た時は再受診して下さいとの事です。

＜ナイトプログラム検討事項・説明＞

○新たにナイトプログラムを企画しています。

現在は、週に５日間行い､土日はゲームフリーとして余暇時間を設け、読書やテレビ鑑賞、他者との交流場面の提供を行っています。プログラム内容としては勉強会や自治会､レクリエーション等を行い､知識や自発性を高め､他患者様とのコミュニケーションを図る事を目的としています。しかし､患者様一人一人の理解力の違いや、興味のあるものが違うので､患者様に対し毎回納得のいく内容となっていないのが現場です。土日のフリーでは臥床して過ごす患者様も多いです。又､アンケート調査により､「風呂にゆっくり入れない」、「服薬セットの日は余裕を持って行えない」等の理由から､毎日だと多いという意見が出ています。

そこで､現在､患者様全員で行なっているナイトプログラムを、「肥満改善・趣味活動・社会復帰・対人交流・知識、マナーの向上」のグループに分けて少人数で行ないます。６グループ（５，６名）に分け､週１回のミーティングと各グループの時間以外はフリーとし、週２回の参加となります。グループ化することにより､患者様のニーズ･疾患レベルに合わせた内容（現在不足している事、生活技能の獲得等）を行うことが出来ます。

グループ①（肥満改善）４名

目的　肥満に対する認識・知識の獲得、肥満の改善。

内容　ＢＭＩの測定、効果的なウォーキングの仕方、体育館での運動

理由　肥満・もしくは肥満傾向で歩行運動等を行行っているが改善が見られず、定期的な介入、基礎的な知識が必要と思われる患者様。

メンバー

津島イチ子様　元沢政治様　吉田富秋様　大上なみ様

グループ②（趣味活動）６名

目的　余暇の有効活用、趣味活動から他者との交流の場を設ける。

内容　趣味を見つける（アンケートより生け花、茶道等）、将棋やトランプ等のゲーム的なもので他者と交流を持てるもの。

理由　余暇を上手く活用出来ない、他者との交流が少ない患者様。

　メンバー

　十日市利喜様　法霊崎恵子様　柳杭田かつ子様　佐々木淳様　小比類巻昇様　

山火るい子様

グループ③（社会復帰）７名

　目的　退院する為に足りない生活技能の獲得。

　内容　日常生活での技能・マナー（身辺整理・交通ルール・社会的マナー・一般常識的な知識等）、社会資源の利用方法。

　理由　院内での日常生活がほぼ自立し、退院が見込める患者様。

　

メンバー

　上久保善郎様　伊藤雄一様　坂本秀男様　五日市規様　沢田三朗様　駒木学様

　袴田　隆裕様
グループ④（対人交流）７名

　目的　小グループで出来る事（物を作成する等）をし、他者との交流を持つ。又、コミュニケーションの技能獲得。

　内容　病棟内の装飾の話し合い・作成等を行う。

　理由　自ら交流を持とうとしない、他者との交流が少ない、コミュニケーション技能の不足がみられる患者様。

　メンバー

　島浦美千男様　木村梅子様　江刺家恵子様　上村みわ様　滝田英人様　日向端庸男様　

伊藤五十二様

グループ⑤（知識やマナーの向上）６名

　目的　生活リズムや規則等、日常生活を送る上での知識やマナーの獲得。

　内容　規則正しい生活の必要性（睡眠、食事等）、公共の場での規則（現在は病院）、一般的な病気（白癬等）についての勉強会を行う。

　理由　生活リズムが乱れている、規則を守れない、日常的な知識を獲得したい患者様。

　メンバー

　井上和美様　浅野秀子様　三上勇様　坂本のり子様　小坂君子様　平京子様　

グループ⑥（同上）５名

　目的・内容・理由　同上

　メンバー

　中野渡鉄男様　船場幸子様　田野端忠夫様　稲垣恵利子様　村上幸子様

○現在は企画書を提出しているので､決済が下り次第､再度説明します。

＜Ｂ型肝炎についての勉強会＞

· Ｂ型肝炎とは・・・Ｂ型肝炎ウィルスが、体内に入ると、肝臓に取り込まれ肝臓細　

胞の中で増殖を始めます。このウィルスは、肝臓で増殖する時に、ウィルス遺伝子がウィルス粒子に形成に必要な量以上のＨＢs抗原やＨＢe抗原を過剰に作り出し、それらの抗原が血液中に大量に出てきます。このウィルスに汚染されて血液が皮膚や粘膜などについて感染する事になります。

· 症状・・・黄疸・全身けん怠・発熱・食欲不振・肝肥大・嘔吐・など初発症状とし　　　　　　　　　　　　　

て発症する。時に腹痛、関節痛など見られることもある。半数以上の人は、感染してもそれといった症状がおきないまま自然治癒してしまうため実際に病気で苦しむ人は、３割程度と言われています。症状は個人差があり、風邪症状に似る時もある。便が白くなったり、尿が黒っぽくなったり、白眼の部分が黄色くなったりします。これが肝臓がやられている証拠です。

· 感染経路・・・血液感染で人のみが感染源となり、血液、性的交渉、母子垂直感染　　

など。

· 成人・・・初めてＨＢＶに感染した場合一般に一過性の感染、急性肝炎に発症する　

場合と発症しない（不顕性感染）急性肝炎とがあり、治癒後に終生免役が成立。

· 新生児・・・抗原陽性の母親から生まれ、幹線を予防せずに放置すると８０％以上　　

のキャリア化する。乳幼児期も同様である。

· 潜期・・・１～６ヶ月

· 予防・・・ウィルス汚染に危険がある体液、血液、など接触しない。感染者との性　　

行為にも注意。リスクのある人に衛星教育、輸液のスクリーニング、汚染器材の消毒、滅菌。使い捨ての器具の使用など現場での暴露危険の低減化。ワクチン接種などの感受性者対策。

＊治療・・・症状にもよりますが、多くの場合は入院すて薬を服用しながら安静にします。回復までに１～３ヶ月位かかるのがほとんどで、ＨＢs抗体という抗体ができれば病気も完治しますし、仕事も再会できます。


































